
 

 

UQ 通信サービス契約約款 

【現行】 【改正】 

第１表 ＵＱ通信サービスに関する料金 

第１ 基本使用料 

１ 適用 

基本使用料の適用については、第 40 条（基本使用料の支払義務）の規定

によるほか、次のとおりとします。 

基本使用料の適用 

(略) (略) 

(14) おトク割

の適用 

ア (略) 

(ア) (略) 

(イ) 割引額 

１料金契約ごとに月額 

区分 料金額 

税抜額（税込額） 

割引額 500円（550 円） 

イ 当社は、各料金月において、基本使用料の支払いを要

する日数がその料金月に含まれる日数に満たない場合

は、その支払いを要する日数に応じて、アの割引額を日

割りします。 

ウ 割引額の日割り計算において、その計算結果に１円未

満の端数が生じた場合は、その端数を切り上げます。 

エ～オ (略) 

(15) 長期利用

割引の適用 

ア (略) 

 １料金契約ごとに月額 

区分 料金額 

税抜額（税込額） 

割引額 500円（550 円） 

イ 当社は、各料金月において、基本使用料の支払いを要

する日数がその料金月に含まれる日数に満たない場合

は、その支払いを要する日数に応じて、アの割引額を日

割りします。 

ウ 割引額の日割り計算において、その計算結果に１円未

満の端数が生じた場合は、その端数を切り上げます。 

エ (略) 
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別表 オプション機能 

種類 提供条件 

１ 公衆無線Ｌ

ＡＮオプショ

ン（ＵＱ Ｗｉ

－Ｆｉプレミ

アム） 

Ｗｉ－Ｆｉ提携事業者が公衆無線ＬＡＮサービス契約約

款に基づき提供する「ＷｉＭＡＸ２＋ Ｗｉ－Ｆｉサービ

ス」を利用することができるようにする機能をいいます。 

備 

考 

(１) 当社は、本機能の申込みを受けたときは、同時

にＷｉ－Ｆｉ提携事業者への「ＷｉＭＡＸ２＋ 

Ｗｉ－Ｆｉサービス」に係る利用契約の申込みが

あったものとみなして取り扱います。 

(２) 当社は、(１)の場合において、Ｗｉ－Ｆｉ提携

事業者がその申込みを承諾しなかったときは、本

機能の利用申込みを承諾しません。 

(３) 当社は、本機能の提供を開始した後、「ＷｉＭ

ＡＸ２＋ Ｗｉ－Ｆｉサービス」に係る利用契約

が終了したときは、本機能の提供を終了します。 

(４) ＵＱ契約者は、Ｗｉ－Ｆｉ提携事業者が当社へ

(２)及び(３)の業務の遂行に必要な情報を通知

することにあらかじめ同意していただきます。 

(５) 当社は、本機能の利用の請求を承諾したとき

は、ＵＱ契約者にＷｉ－Ｆｉ認証ＩＤ（「ＷｉＭ

ＡＸ２＋ Ｗｉ－Ｆｉサービス」を利用するＵＱ

契約者を識別するための英字、数字及び記号の組

み合わせをいいます。以下同じとします｡)を付与

します。 

(６) ＵＱ契約者は、自らの責任において、Ｗｉ－Ｆ

ｉパスワード（Ｗｉ－Ｆｉ認証ＩＤと組み合わせ

てそのＵＱ契約者を認証するための英字及び数

字の組み合わせをいいます。以下同じとします｡)

を設定していただきます。 

(７) ＵＱ契約者は、Ｗｉ－Ｆｉ認証ＩＤ及びＷｉ－

Ｆｉパスワードについて、善良な管理者の注意を

もって管理するものとし、その不正使用が想定さ

れる事態を認識したときは、そのことを速やかに

ＵＱ通信サービスの契約事務を行うサービス取

扱所に届け出ていただきます。 
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(８) 当社は、Ｗｉ－Ｆｉ認証ＩＤ及びＷｉ－Ｆｉパ

スワードの漏えいが想定される事態を発見した

ときは、事前の通知なく、本機能の利用を停止で

きるものとします。 

(９) ＵＱ契約者は、「ＷｉＭＡＸ２＋ Ｗｉ－Ｆｉ

サービス」の利用に際して、ＵＱ契約者がＷｉ－

Ｆｉ提携事業者の電気通信設備に送信したＷｉ

－Ｆｉ認証ＩＤ及びＷｉ－Ｆｉパスワードの有

効性について、Ｗｉ－Ｆｉ提携事業者から当社へ

確認を求められた場合に、当社がその結果をＷｉ

－Ｆｉ提携事業者へ通知することにあらかじめ

同意していただきます。 

(10) 当社は、本機能の提供及び(９)の通知に関連し

て生じた損害については、一切の責任を負わない

ものとします。 

 

 

(11) 本機能に関するその他の提供条件については、

当社が別に定めるところによります。 

 

 

(８) 当社は、Ｗｉ－Ｆｉ認証ＩＤ及びＷｉ－Ｆｉパ

スワードの漏えいが想定される事態を発見した

ときは、事前の通知なく、本機能の利用を停止で

きるものとします。 
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サービス」の利用に際して、ＵＱ契約者がＷｉ－

Ｆｉ提携事業者の電気通信設備に送信したＷｉ
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効性について、Ｗｉ－Ｆｉ提携事業者から当社へ

確認を求められた場合に、当社がその結果をＷｉ

－Ｆｉ提携事業者へ通知することにあらかじめ

同意していただきます。 

(10) 当社は、本機能の提供及び(９)の通知に関連し

て生じた損害については、一切の責任を負わない

ものとします。 

(11) ＵＱ契約者は、本機能の提供を新たに申込むこ

とはできません。 

(12) 本機能に関するその他の提供条件については、

当社が別に定めるところによります。 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

附 則（22-UQ 事企第 030号） 

（実施時期） 

１ この改定規定は、令和４年 11月 17日から実施します。 

（公衆無線ＬＡＮオプションの提供終了） 

２ 当社は、令和５年３月 31 日をもって、別表（オプション機能）に定める公

衆無線ＬＡＮオプションの提供を終了します。 

（料金等の支払いに関する経過措置） 

３ この改正規定実施前に支払い又は支払わなければならなかった電気通信サ

ービスの料金その他の債務については、なお従前のとおりとします。 

 



 

 

 


